




























































きな研究潮流を構成しており，マーケティング論（例えば Van Kleef, Trijp
and Luning (2005) を参照）や組織間関係論（例えば，サプライ・チェーン
・マネジメントを議論した Petersen, Handfield and Ragatz (2003)，ユーザ
ー・イノベーションを議論した Füller, Bartl, Ernst and Mühlbacher (2006)
などがある）と学際的に関わる，非常に実り多い領域となっている。また，
「基礎研究」に関する研究はそれと比べると少ないが，例えば Rosenbloom
and Spencer (1996) など，企業が基礎研究とどう向き合うかを経営戦略の
観点から論じる研究も存在する。
③ 集団レベルの分析も，数多くの理論的・実証的研究が積み重ねられてき
ている。例えば，研究チームの多様性 (Reagans and Zucerman, 2001)，コ
ミュニケーション (Griffin and Hauser, 1992)，リーダーシップ (Stoker,
Looise, Fisscher and Jong, 2001) などチームやユニットに注目する研究は，
心理学の分析手法に立脚した実証研究が数多く蓄積されてきている。ある
いは，研究開発活動の生産性 (productivity) に関する理論的・実証的な探













を扱った実証研究が厚く蓄積されてきている。例えば Honig-Haftel and Martin

















るものの（例えば Kumar and Aggarwal (2005) など），研究開発者個人を対象と


























































究 (Kornhauser, 1962) もあれば，それぞれ別の次元であるとする指摘も存在す
る（鈴木，2000；三崎，2004）。また，志向性の次元が３つ以上存在するとい













志向性については，従来の研究（例えば Aryee and Leong (1991) や Gerpott


















































































































































































高 低 ｔ値 高 低 ｔ値 高 低 ｔ値
国内学会 ３．８１ ５．０６ ‐１．０９ ３．７１ ４．８８ ‐１．００ ４．２３ ４．６４ ‐０．３６
国内論文 ０．８７ ０．６９ ０．４８ ０．８７ ０．７３ ０．３７ ０．８６ ０．６８ ０．４７
海外学会 ０．３７ ０．２２ ０．９３ ０．１３ ０．４３ ‐１．９９＊ ０．３８ ０．１８ １．３７
海外論文 ２．７１ ２．８７ ‐０．１７ ２．８７ ２．７２ ０．１６ ３．１０ ２．３２ ０．８３
表 彰 数 ０．９７ ０．２８ ３．０２＊＊＊ ０．７３ ０．６０ ０．５２ ０．７１ ０．５７ ０．５５
特 許 数 ２．８４ ２．５６ ０．７１ ２．４３ ２．９３ ‐０．６４ ２．７１ ２．７１ ０．００
社内実用 １．８６ １．７５ ０．５３ ２．１７ １．５５ ３．０８＊＊＊ １．７８ １．８６ ‐０．３５
革 新 性 ３．５０ ２．８４ ２．９７＊＊＊ ３．２０ ３．２０ ０．００ ３．２９ ３．０７ ０．９０
延 長 性 ２．８２ ３．０３ ‐０．６５ ３．２０ ２．７０ １．５１ ２．６４ ３．３２ ‐２．０６＊＊
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